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発表（上座、下座は何ですか？） 39・40・41・
42・43・44・45

発表（「親友が国にいる。あの⼈に会いたい。」は変？／「ピザにイカが⼊っている。」は⾃分で⼊りますか。）

39・40・41・
42・43・44・45

発表（「「法被（はっぴ）」は何ですか？） 39・40・41・
42・43・44・45

39・40・41・
42・43・44・45

 プロジェクトワーク（準備） 、グループディスカッション 18・32・33・
48・49・50

科⽬の内容（シラバス）
②授業科⽬名 ⑦実施形態

多⽂化社会とことばの教育 対⾯

⑧授業のテーマ及び到達⽬標

【授業のテーマ】
⽇本語や⽇本⽂化以外の⾔語や⽂化を持つ⼈（外国⼈、⽇本語学習者）の声をきっかけとして、⽇本の⽂化、
⾔語、社会について複眼的に考える。⽇本⼈学⽣、留学⽣が１つのグループとなって、議論、発表を⾏う。発
表を通して、⾃らの「思い込み」や「当たり前」に気づき、⾃らの考えを再構築する機会を得る。授業の後半
では、⽇本で⽣活する上で外国⼈が直⾯する問題や違和感の存在に気づき、それに対する多様な考え⽅をグ
ループで共有し、⾃らの考えを深める。

【授業の⽬標】
【知識・技能】①⽇本語や⽇本⽂化を背景として持たない⼈（外国⼈、⽇本語学習者）からの質問に適切に答
えられるように、⽇本のことばや⽂化に関する客観的情報を⼗分に調べることができる。
【思考・判断・表現】②学習者の視点から⽇本⽂化、社会、⾔語を客観的にとらえて、複眼的に考えることが
できる。③学習者に分かるように⼯夫をして発表をすることができる。
【主体性・協調性】④議論を通して、それぞれの⾒え⽅の違いに関して理解を深めるとともに、より適切な答
えを⾒つける努⼒ができる。

⑨授業の概要

⽇本語教室や⽇本で⽣活する外国⼈から受けた質問、相談を資料として提⽰する。受講⽣はそれぞれの資料に
ついて⾃分の考えをまとめておく。各回のテーマについて、担当者が調べたことを発表する。それを受けて、
受講⽣全員で議論する。議論を通して知識への理解を深めるとともに、より適切な答えを⾒つける。

⑩授業計画

各回の授業内容 各回に含む必須の教育
内容番号

オリエンテーション（⾔語ポートフォリオ） 1・18・32・
33・48・49・50

 プロジェクトワーク（準備） 18・32・33・
48・49・50

 プロジェクトワーク（準備） 18・32・33・
48・49・50

発表（「げた」と「ぞうり」はどう違いますか？）

発表（「ようやく死にました」は失礼ですか？／「かばんが落ちています」はingじゃないですか？） 39・40・41・
42・43・44・45

発表（校則でピアスはだめと⾔われました。）シティズンシップ 18・32・33・
48・49・50

発表（電⾞に座ると、私の隣の席はいつも空いています。）共⽣ 18・32・33・
48・49・50
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16

発表（⽇本に住んで10年です。まだ英語で話しかけられます。）マイクロアグレッション 18・32・33・
48・49・50

発表（学校でポルトガル語を禁⽌されました。）⾔語権 18・32・33・
48・49・50

発表（ネパール語も話せますが、隠しています。）マイノリティ⾔語、バイリンガル教育 18・32・33・
48・49・50

まとめ（複⾔語・複⽂化の⽴場からとらえ直す）多⽂化、多⾔語、複⾔語、複⽂化 13・18・32・
 33・48・49・50

⑪使⽤テキスト なし

 期末課題

⑮学⽣等に対する評価
（評価基準・評価⽅法等）

課題・パフォーマンス（40％）（到達⽬標①②③）
ふりかえり (10%) （到達⽬標④）
期末レポート(50%) （到達⽬標①②③④）
※締め切りを過ぎて提出した場合、その課題の点数を1/2の評価とする。

⑫参考書・参考資料等

名嶋義直・野呂⾹代⼦・三輪聖(2023)『対話を通して学ぶ「社会」と「ことば」⽇本語×⺠主的シティズン
シップ』凡⼈社、野⽥尚史・野⽥春美（2017）『⽇本語を分析するレッスン』⼤修館書店、松岡弘監修(2000)
『初級を教える⼈のための⽇本語⽂法ハンドブック』スリーエーネットワーク、グループジャマシイ(1998)
『教師と学習者のための⽇本語⽂型辞典』くろしお出版など

⑬同時双⽅向性の確保
（通信で実施する科⽬のみ）

⑭学修課程の管理⽅法
（通信で実施する科⽬のみ）


